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検討を進めてきました。その結果、2019年度から新しい教育体制が始まる
こととなりましたが、このような環境の変化に対応した教育改革は今後も
一層必要となり、継続して検討し改善を図っていかなければなりません。
髙橋先生をはじめ、先達の先生方が築き上げられた法学部の伝統を守りつ
つ、法学部の更なる発展に向けて努力を重ねていく所存でありますので、
髙橋先生、どうか今後とも我々法学部教員へのご指導、ご鞭撻を賜ります
ようお願い申し上げます。
末筆ながら、髙橋先生の本学に対するこれまでの貢献に心より感謝申し
上げますとともに、先生の今後の益々のご健勝とご活躍を祈念し、本退職
記念号の献呈の辞とさせていただきます。
